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＜連絡事項＞
・修理依頼していたチャイムは庶務が持って行っています。

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　廣様～スタッフ付添いにて滞納金支払いのため外出し帰院している。

・中川原 義雄様～介護認定調査4/7　16：00モニターにて予約済。

[bookmark: _GoBack]・上平 キヨ様～GHせせらぎ荘に空きが出たため、急遽本日16時から訪問調査実施。週明け連絡しますとのこと。

・平内 直治様～耳垂れに対し主治医より指示あり。セフジトレンピボキシル5日分処方、処置としてガーゼ挿入しておくようにとのこと。

・橋本　武志様～自宅へ退院となっている。
＜要注目患者様情報＞
・下村　功一様～バイタルサイン異常無く経過。点滴トラブルなし。ミキサー食はむせなく経口摂取出来ている。

・風間　和子様～バイタルサイン異常無く経過。ベッド上傾眠傾向。食事摂取量は1/3～数口で経過。むせなし。

・大久保　寧子様～10時体温38℃であり頭部クーリング実施し14時体温37℃で経過。

・菰田　静子様～バイタルサイン異常無く経過。経管栄養トラブルなし。

・福田　禮子様～足の浮腫み気にする様子や入院時着て来た服の確認行為あり。

・坂本 愛子様～体温異常無く経過。身体不調の訴え無し。

・小向　ちせ様～体温37.7℃であり頭部クーリング実施。

・上野　カヨ様～話し掛けの多さあるが、配膳中の立ち歩きはない。

・丹内　栄子様～介助で各食数口程度の摂取。バイタルサイン異常なし。声かけには小声で返答あり。独語なく静穏。

・木村　桂子様～各食2/3摂取。不穏、興奮なくスタッフ礼節保たれ穏やか。

・中川　秀雄様～易怒性、帰宅要求なく穏やか。日課スムーズ。

・貝吹　しげ様～不穏、興奮なくスタッフ礼節保たれ穏やか。表情柔和。

・向井　マサ様～各食全量摂取。不穏さや幻視様の言動なし。口渇訴えも聞かれず。

＜皮膚科診察情報＞
・川村　亨様～左臀部、右足首治癒。新たに右肩の表皮剥離あり、全部で3ヵ所（右肩、仙骨部、左腸骨）ゲーベンクリーム+ガーゼ保護。

・菰田　静子様～仙骨部、ゲーベンクリームへ変更。右踵部水疱ありテラマイシン軟膏+ガーゼ保護。
・平内　直治様～両趾爪混濁、肥厚、変形著明。爪白癬。テルビナフィン外用液処方

・小笠原　昭三様～陰嚢部から陰茎にかけて発赤、びらんありエキザルベ軟膏塗布指示あり。他処置継続。

・類家　静子様～左臀部に0.7×1.5の表皮剥離局面。テラマイシン軟膏+ガーゼ。

・小野寺 チヱ様～背部治癒。処置終了。

・北野　恵一様～タベジール処方継続。

・風間　和子様～右腸骨部、フィルム保護へ変更。右外踝部治癒。他処置継続。

・鈴木 國男様～皮膚科診察の際に湿布かぶれ部分に再度湿布貼付しており悪化あり。本人様には湿布はかぶれが治るまでは貼付しないように説明しているが、スタッフも本人様へ湿布渡さないようにお願いします。

・松村 俊雄様～皮下出血や表皮剥離局面多数あり、できやすい方であるため、新しい部分はテラマイシン軟膏+ガーゼ。古い部分はガーゼ保護の指示。

＜田名部Dr.診察情報＞
・丹内　栄子様～点滴同内容にて1日分処方継続。

＜行動制限最小化検討会＞
・丹内　栄子様～（車椅子安全ベルト）
　　　　　　　　　現在身体管理要するため、臥床している事多いも、離床時間長いとずり落ちてくる危険性あるため継続とする。

・藤川　宣昭様～（車椅子安全ベルト）
　　　　　　　　　夜間も覚醒してしまうと再臥床できずに起きて来てしまうことあり、転倒リスク高い為、継続とする。

・佐々木　チヨ様～（4点柵）
　　　　　　　　　　ベッド上での体動あまりないため、まずは日中は離床時間も長い為日中から2点柵へ変更検討していくこととしている。

・旭岡　カツ様～（安全ベルト/ミトン）
　　　　　　　　　　夜間覚醒してしまうと体動激しく、特に夜間が見守り要する状態であり、継続とする。
